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研究成果の概要（和文）： 
中小企業のための e-ラーニングを基盤とする専門職研修システムの実現可能性を検討し

た．教育機会の民主化のために費用を削減する必要がある．電子技術の教材を開発し，遠
隔地に分散するグループ学習を管理するシステムを開発した．大学学生と中小企業の技術
者の協力を得て実施したが，財政的時間的制約のために企業からの参加人数は不十分であ
った．プロジェクトを評価するためにフォーラムを開催し多くの参加者があった． 
 
研究成果の概要（英文）： 
We conducted a feasibility study on professional instructional system based on 

e-learning for employees in small and medium-sized enterprises. The cost of education 

is needed to cut it down for democratizing the educational opportunity. We developed 

learning materials, conducted courses and developed a LMS for managing professional 

learning of group learning distributed at distance. We conducted trial courses with 

collaboration of students, engineers of enterprises. But due to financial and time 

constrains, we could not have sufficient participants from the enterprises. For 

evaluating the effect of learning, we conducted a forum and succeeded to attract many 

participants. 
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１． 研究開始当初の背景 
わが国では失業保険受給者，生活保護世帯，
第 1 五分位階級(厚生労働省の区分)，外国人
労働者は増加の一途にある． 
この人々を新職能人財と定義すると，その雇
用問題の解決として教育に期待するところ
は大きいが，公式教育(formal education) 
は高額で奨学金制度もまだ不十分である．知
識基盤社会で自活できる職能を習得するた
めに公式教育を活用することに限界がある． 
社会福祉費の増大を抑制するためにも，貧困
層の職能を育成向上して職場に適応できる
ようにするための高等教育を用意する必要
がある． 
 
 
 
２．研究の目的 
わが国は e-ラーニング，遠隔教育などの研究
が進んでいるので，新職能人財に対して ICT
を活用した地域密着型で新職能人財に無償
の高等教育の機会を提供することが可能で
あり，OECD や UNESCO が提唱している不
公式・非公式学習(non-formal and informal 
learning)による本格的遠隔学習大学校を開
設する技術研究である．本研究は，科学的方
法による普遍性のある知見を追求するので
はなく，社会的経済的に不利な人々を対象と
した地域密着型の開発であり，教育工学的手
法による GP 志向の研究である． 
 
 
 
３．研究の方法 
本研究は新職能人財が高等教育レベルの職
能を習得する学習システムを無償で提供す
ることであり，そのために NPO 法人学習開
発研究所には専門の担当者が配置されてい
る．e-ラーニングの特徴を活かして在宅，在
職など学習する場所を選ばず，制約のない学
習時間で，学習者は従来の公教育とは疎遠な
者もおり公式学習の受講者とは異なるタイ
プの学習者である．大学で開発された学習教
材が適用可能であるかどうか疑問であり，実
証的に確認しながら研究を進める． 
2010 年度にはこれまでの研究成果を踏まえ
て新職能人財に試験的および小規模の学習
を実現し，2011 年度に実用可能に近い規模の
学習を実施する．さらに 2012 年度で本格的
に実用化を実現して大学校としての成果を
評価する．なお，2012 年度から本格実施の
ために組織の確立と外部資金を導入するこ
とによって当研究所から独立した大学校と
なることを目指す． 
 
 

 
４．研究成果 
2010 年度は e-ラーニングを基盤とした学習
システムを開発し，少人数ではあるが新職能
人財の調査を実施して評価することを計画
した．西之園らによる CMOS アナログ回路
の教材開発と，松本によるクラウドコンピュ
ーティングを利用しての LMS のプロトタイ
プ開発と試行を実施した．学生，中小企業の
技術者による少人数のグループ学習を実施
し，積極的に学習に参加する状況を実現でき
た． 
2011 年度は中規模の実施を目指して学習コ
ースを開発することを目指した．中小企業の
技術者の参加を予想していたが，大手電機メ
ーカの業績悪化などを背景にものづくり産
業の経営が厳しい状況にあり，職業教育に参
加させる余裕がないといった理由から十分
な参加は得られなかった．結果的には３科目
を開講し，当初 200 名の受講者を目指してい
たが約３分の１にとどまった．しかし，実験
を実施する小グループの教材を開発し，大学
院生の学習支援者による学習支援方法につ
いていろいろな知見が得られた． 
2012 年度は最大 1 科目 600 名定員規模のコ
ースの開発することを計画したが，財政規模
が限られていたためにプロトタイプの開発
に終わった．コース開発は学習者のニーズを
重視し複数の場所で分散して自律学習を実
現するために学習ガイドブックを開発し，学
習プラットフォームという概念で討議を活
発化することに成功した．この場合，理論的
枠組みとして「知識はシンボルの集合体とし
て記述されている」という仮説と「学習はシ
ンボルの意味を読み解くことである」という
作業仮説を形成した．国際的な研究動向にも
十分に配慮しながら，開発計画を評価するた
めに，電気通信大学岡本敏雄教授(当時)の科
研の協力も含めて 2013 年２月９日に「学び
のコスト 働くスキル」というテーマでフォ
ーラムを開催し，京都大学，名古屋大学の高
等教育関連センター，佛教大学，京都府下の
企業からの参加を得て問題提起を行い高等
教育におけるコストと職能教育の重要性に
ついての議論を深めることができた. 
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〔その他〕 
ホームページ等 
京都レッツラーン大学校 ホームページ 
http://www.ks-pl.org/ 
京都レッツラーン大学校のホームページで
は開講した各講座の学習の様子を報告する
とともに、ノンフォーマルな学習方法の開発
の過程や毎年度開催したフォーラムの様子
を動画コンテンツなどで紹介している。 
また、研究成果の社会への還元に向けて松本
哲が作成した「協調自立学習のためのクラウ
ドサポートシステム」のソースプログラムの
公開を検討している。 
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